
児童音楽
Music for Children330441114 渡辺ユリナ 専門 1 選択 4前期

科目の概要

DP1・2・3を受け、「歌唱」「器楽」「鑑賞」「創作」の指導に必要な知識と技能を修得することを目的とした授業で
ある。
児童を取り巻く音環境の構成及び音楽活動における新たな可能性を探るため、実際の教育現場での事例を検討するとと
もに、丁寧な教材研究を行う。

学修内容 到達目標

① 事例の検討を通して、音楽教育における課題を発見す
る。
② 音楽教育おいて活用できる様々な教材の研究を行う。
③ 歌唱、器楽、鑑賞、創作の指導案を作成する。
④ 音楽制作アプリの用法を理解した上で、効果的な音の
活用を試みる。
⑤ 音楽制作アプリを用いて、アレンジ曲とPR動画を作成
する。

① 事例の検討を通して、音楽教育における課題を発見するこ
とができる。
② 音楽教育おいて活用できる様々な教材の研究を行うことが
できる。
③ 歌唱、器楽、鑑賞、創作の指導案を作成することができ
る。
④ 音楽制作アプリの用法を理解した上で、効果的な音の活用
を試みることができる。
⑤ 音楽制作アプリを用いて、アレンジ曲とPR動画を作成する
ことができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 ・教育者としての自覚と願いをもって、自ら課題を見つけ解決に向かうことができる。

働きかけ力

実行力 ・疑問に思うことを調べたり、困難と感じることを工夫して乗り越えたりするようにし
て、解決にむけて最後までやり抜くことができる。

考え抜
く力

課題発見力 ・音楽教育の実態調査をもとに、当たり前とされていることに疑問の目を向けることがで
きる。

計画力

創造力 ・理論に基づき、新たな視点での指導について考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

・自分の思いや考えを表に現し、伝えることができる。

・児童を取り巻く音に集中して耳を傾けることができる。
・他者の多様な表現を受け止め、認めることができる。

・周囲に迷惑をかけることなく取り組むことができる。
・皆で協力して、課題を解決することができる。

テキスト及び参考文献

・教育出版「小学音楽　音楽のおくりもの１～６」

他科目との関連、資格との関連

「児童音楽」は、教科及び科目の指導法に関する科目に属し、教職実践演習の基盤となる科目である。
資格としては、小学校教諭一種免許、幼稚園教諭一種免許、保育士資格に関連する。

学修上の助言 受講生とのルール

・配布資料は講義ノート等に合わせてまとめましょう。
・個人的な疑問や課題についても、授業内で積極的に取り
上げ、解決に向けて皆で考えていきます。

・子どもの音楽体験を支える立場としての自覚と願いをも
ち、主体的な授業参加を期待します。
・授業開始後の無断入退室はしないようにしましょう。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

A(優)は、指導案作成、アレンジ曲発表、PR動画発表等を
合わせて80点以上取得すること。
Ｓ(秀)は、指導案作成、アレンジ曲発表、PR動画発表等を
合わせて90点以上取得すること。

B(良)は、指導案作成、アレンジ曲発表、PR動画発表等を
合わせて70点以上取得すること。
C(可)は、指導案作成、アレンジ曲発表、PR動画発表等を
合わせて60点以上取得すること。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

40

・指導案の作成（10点×4回）

② ✓

③ ✓

④

⑤

小テスト

①

0

②

③

④

⑤

レポート

① ✓

50

・アレンジ発表-個人（20点×1回）
・PR動画発表-グループ（30点×1回）

②

③

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：教育者としての自覚と願いをもって、自ら課題を見つけ解決に向かうことがでる。
実行力：疑問に思うことを調べたり、困難と感じることを工夫して乗り越えたりするようにし
て、解決にむけて最後までやり抜くことができる。
課題発見力：音楽教育の実態調査をもとに、当たり前とされていることに疑問の目を向けること
ができる。
創造力：理論に基づき、新たな視点での指導について考えることができる。
発信力：自分の思いや考えを表に現し、伝えることができる。
傾聴力：児童を取り巻く音に集中して耳を傾けることができる。他者の多様な表現を受け止め、
認めることができる。
規律性：周囲に迷惑をかけることなく取り組むことができる。皆で協力して、課題を解決するこ
とができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B(良)は、指導案作成、アレンジ曲発表、PR動画発表等を
合わせて70点以上取得すること。
C(可)は、指導案作成、アレンジ曲発表、PR動画発表等を
合わせて60点以上取得すること。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

＜オリエンテーション
＞
・受講ルールの確認
・自己紹介
・児童音楽について

講義・演習 ・受講上のルールを理
解することができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）小学音楽の指
導内容について調べて
くる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

2

＜歌唱①＞
・歌唱領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　事例
検討

・音楽理論

講義・演習 ・歌唱の新たな可能性
について自分なりに考
察し、教材研究を行う
ことができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）指定の学修曲
を歌えるようにしてく
る。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

＜歌唱②＞
・歌唱領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　指導
案の検討（小テスト）

小テスト・演習・ディ
スカッション

・教材研究に基づき、
指導案を検討すること
ができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）指導案のレ
ジュメを作成してく
る。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

＜器楽①＞
・器楽領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　事例
検討

・音楽理論

講義・演習 ・器楽の新たな可能性
について自分なりに考
察し、教材研究を行う
ことができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）リサイクル楽
器を作成してくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

＜器楽②＞
・器楽領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　指導
案の検討（小テスト）

小テスト・演習・ディ
スカッション

・教材研究に基づき、
指導案を検討すること
ができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）指導案のレ
ジュメを作成してく
る。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

＜鑑賞①＞
・鑑賞領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　事例
検討

・音楽理論

講義・演習 ・鑑賞の新たな可能性
について自分なりに考
察し、教材研究を行う
ことができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）指定の学修曲
について調べてくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

＜鑑賞②＞
・器楽領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　指導
案の検討（小テスト）

小テスト・演習・ディ
スカッション

・教材研究に基づき、
指導案を検討すること
ができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）指導案のレ
ジュメを作成してく
る。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

＜創作①＞
・創作領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　事例
検討

・音楽理論

講義・演習 ・創作の新たな可能性
について自分なりに考
察し、教材研究を行う
ことができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）「音楽づく
り」について調べてく
る。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

＜創作②＞
・創作領域における課
題と教材研究
・小学音楽授業　指導
案の検討（小テスト）

小テスト・演習・ディ
スカッション

・教材研究に基づき、
指導案を検討すること
ができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）指導案のレ
ジュメを作成してく
る。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

＜ICTの活用①＞
・音楽制作アプリの活
用法と試作（iPhone、
iPad使用）
・小学音楽授業　事例
検討

・音楽理論

講義・演習 ・音楽制作アプリの活
用法を理解し、試作を
作ることができる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）小学音楽の
ICT活用について調べ
てくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

＜ICTの活用②＞
・音楽制作アプリを用
いた音楽づくり
（iPhone、iPad使
用）ｰアレンジ

・音楽理論

演習 ・音楽制作アプリの活
用法を理解し、学修曲
をアレンジすることが
できる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）指定の学修曲
について調べてくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

＜ICTの活用③＞
・音楽制作アプリを用
いた音楽づくり
（iPhone、iPad使
用）ｰアレンジ発表

・音楽理論

成果発表・演習 ・音楽制作アプリを用
いてアレンジした曲を
発表することができ
る。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）アレンジ発表
の練習をしてくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

＜ICTの活用④＞
・音楽制作アプリを用
いた音楽づくり
（iPhone、iPad使
用）ｰPR動画作成

・音楽理論

演習・ディスカッショ
ン・グループワーク

・グループのメンバー
と協力して、PR動画の
構成を考えることがで
きる。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）PR動画の音素
材を収集してくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

＜ICTの活用⑤＞
・音楽制作アプリを用
いた音楽づくり
（iPhone、iPad使
用）ｰPR動画作成

・音楽理論

演習・ディスカッショ
ン・グループワーク

・グループのメンバー
と協力して、PR動画を
完成させることができ
る。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）PR動画を完成
させてくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

＜ICTの活用⑥＞
・音楽制作アプリを用
いた音楽づくり
（iPhone、iPad使
用）ｰPR動画発表

・音楽理論

成果発表・グループ
ワーク

・グループのメンバー
と協力して、PR動画の
発表を行うことができ
る。
・授業ノートに振り返
りを書くことができ
る。（ノート提出）

（予習）PR動画のレ
ジュメを作成し発表練
習をしてくる。
（復習）学んだことを
振り返り、ノートにま
とめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


